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　　　　　・中学生のホームステイ交流が行われました
　　　　　・11月は児童虐待防止推進月間です
　　　　　・子育て家庭の応援団
　　　　　　　「子育てひろばすくすく」ご利用下さい
　　　　　・こんにちは、図書館です　草津を知るシリーズ⑩
　　　　　・お知らせ　～生活・くらしの情報～　ほか

草津町消防団草津町消防団
平成24年度秋季点検開催

火災のない草津町であり続けること…それは草津町消防団の願いです火災のない草津町であり続けること…それは草津町消防団の願いです
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４
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岡
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山
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10
月
19
日
、
毎
年
恒
例
の
草
津
町
消
防
団
秋

季
点
検
が
、
草
津
中
学
校
校
庭
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
ま
る
で
冬
の
寒
さ
を
思

わ
せ
る
強
風
の
な
か
、
消
防
団
員
の
服
装
や
装

備
の
点
検
、
ま
た
団
員
の
連
携
を
図
る
小
隊
訓

練
や
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
の
実
演
を
行
い
、
消
防

力
の
再
確
認
を
踏
ま
え
、
黒
岩
町
長
を
点
検
執

行
官
と
し
て
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

点
検
中
は
、
水
出
団
長
を
中
心
と
し
た
団
員

の
真
剣
な
取
組
み
に
よ
り
、
総
合
的
に
良
好
な

評
価
を
い
た
だ
き
、
草
津
町
消
防
団
の
勇
姿
を

披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
も
機
械
器
具
等
の
整
備
点
検
を
怠
る
こ
と

な
く
、
予
防
消
防
の
充
実
強
化
に
努
め
て
い
た

だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
草
津
町
の
防
災
の
要
と

し
て
、
今
後
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

平
成
平
成
2424
年
度
年
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し
た
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行
さ
れ
ま
し
た
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績
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。
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。

　時節柄空気が乾燥しているため、火災が発生しやすい状況にあります。暖房器具等の熱源を使用す
る際には、細心の注意を払っていただきますようお願いいたします。火災の発生は、人命や財産など
の全てを奪いかねない怖ろしい災害ですが、防火に対する意識を常に心がけることで、火災を発生さ
せない状況を築くことは可能です。
　町民のみなさまには火災のない安全な町づくりのためにご協力いただきますようお願い申し上げます。

①家の周りに燃えやすいものを置かない
②寝たばこやたばこの投げ捨てをしない
③天ぷらを揚げるときにはその場を離れない
④風の強い時は火元に注意すること
⑤子どもにはマッチやライターで遊ばせない
⑥電気器具は正しく使い、タコ足配線しない
⑦ストーブは燃えやすいものを近づけない

火災予防の心得

火災や災害のない安心・安全な草津町であり続け
ることが草津町消防団の願いです。

草津町消防団からのおしらせ

11月９日～15日は「秋の全国火災予防運動週間」です
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　草津町の姉妹都市であるドイツのビーティヒハイ
ム・ビッシンゲン市の中学生と引率の先生が来草し、
９月12日から21日までの10日間の日程でホームステイ
が行われました。
　ドイツの子どもたちは、草津中学校の生徒の家庭でお
世話になり、地元の中学生や小学生たちと楽しく交流しな
がら、英語の授業や書道、うちわ作り、昔遊び、湯もみ
や噴火太鼓などを体験させていただきました。ホストファ
ミリーをはじめたくさんの皆様にご協力いただき、子ども
たちは草津町での楽しい時間を過ごすことができました。

湯釜を背景に記念撮影
「エメラルドグリーンの湖、
初めて見ました！」

茶道体験
「おてまえ、ムズカシイネ、
お茶、オイシイネ！」

習字を体験
「私の名前をカタカナで書い
てみたよ。面白いね！」

　

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰
と
は
、
地
方
教
育

行
政
に
お
い
て
、
そ
の
功
労
が
特
に
顕
著
な
教
育
委

員
会
の
委
員
又
は
教
育
長
を
文
部
科
学
大
臣
が
表

彰
し
、
そ
の
功
に
報
い
る
と
と
も
に
、
地
方
教
育
行

政
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。

　

浅
香
さ
ん
は
、
平
成
15
年
10
月
か
ら
平
成
23
年

９
月
ま
で
、
２
期
８
年
に
わ
た
り
草
津
町
教
育
長
と

し
て
ご
活
躍
さ

れ
、
そ
の
功
労

が
特
に
顕
著
で

あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
24
年
度

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

前
教
育
長　

浅
香　

勝
さ
ん

◆
10
月
10
日
、
草
津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ

り
草
津
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
草
津
Ｒ
Ｃ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」
に
お

い
て
、参
加
者
等
か
ら
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
員
を
、

青
少
年
育
成
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
事
で
、
多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
贈
の
主
旨
に
則
り
、
同
寄
附
金
は
小
・
中

学
校
の
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動
を
通
じ
た
青
少

年
育
成
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆ 

社
会
福
祉
協
議
会
「
子
育
て
す
く
す
く
」
に
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
の
た
め
に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆問い合わせ先
　自然公園財団草津支部　℡  .88－4972

あ
た
た
か
い
お
こ
こ
ろ
を

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

自然公園財団からのおしらせ

まだまだクマの目撃情報があります。お気をつけください！まだまだクマの目撃情報があります。お気をつけください！

　自然公園財団では、町民の皆様に親しんでいただいている遊歩道に鐘を設置しました。この鐘は野生動物が
多く出没する場所に設置し、木製のバチで叩いて動物に人間の存在を知らせて危険回避につなげるものです。
　鐘には設置場所が明記されているので、歩行者がどこにいるのかも分かるようになっています。設置場所は嫗仙
の滝（２カ所）、万代鉱（２カ所）、南本町運動場からウルイノの間〈旧電車道〉（５カ所）です。白根山エリアでは、
本白根登山口等に設置して登山される方に活用していただいています。散歩や山歩きの際にぜひ活用ください。

　また、嫗仙の滝の遊歩道には「クリーンセンター」から提供を
受けたストックを40本設置して、どなたでも使っていただくよう
に配備しております。滝への散策のお供に活用してください。
※ 使用したストックは多くの人にご利用いただくため、もとの場
所へお戻しください。

ぜひご活用ください！
野生動物回避兼道しるべ兼
用鐘と散策用ストック

ホームステイ交流がホームステイ交流が
行われました行われました

地方教育行政発展のため
尽力された浅香　勝さん

ホームステイ交流がホームステイ交流が
行われました行われました

野生動物回避と道しるべ兼用鐘を設置　－ 旧電車道など散策コースを中心に －
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◆あなたの周りで虐待を受けていると思われる子どもを発見したり、近隣の家庭の様子がおかしいと思った
時は下記へご相談ください。
○草津町要保護児童対策地域協議会事務局（健康推進課内）：TEL.88－5797　または
○児童相談所：TEL.0570－064－000
　　　　　　　（発信元の市外局番から管轄の児童相談所につながります）
○全国子育て・虐待防止ホットライン：TEL.0570－011－077
　　　　　　　（子ども虐待防止に取り組む民間団体等の電話相談窓口です）
  相談者のプライバシーは守られます。ひとりで悩まず相談しましょう。 

気づくのは  あなたと地域の  心の目気づくのは  あなたと地域の  心の目
11月は児童虐待防止推進月間です11月は児童虐待防止推進月間です

　虐待かも…と気づいたら
　　　まずは相談・通告をお願いします
　虐待による痛ましい被害や死亡事例をなくし、子ども
の人権を守っていくためには可能な限り早く虐待に気づ
き、対応につなげていくことが必要です。虐待は特別な家
庭の問題ではありません。どの家庭でも起こりうる問題
として、社会全体で虐待から子どもたちを守りましょう！

　育児は想像以上に大変なことです。
　育児の大変さに「こんなはずではなかった」とお悩
みのお父さん、お母さん、ご家族のみなさん…悩みや
不安を相談して、一人でかかえ込まないようにしましょう。
あなたの気持を理解してくれる人が必ずいます。
　草津町健康推進課では、育児相談も行っています。
また、児童相談所なども相談窓口として利用できます
のでお気軽にご相談下さい。

　健康推進課（保健センター）では、育児支援教室“すまいる”を実施しています。この教室は１歳から就園
前までのお子さんを対象にした親子教室です。子育て支援として、お子さんの発達を促すためのプログラムを
行っています。“すまいる”では親子で楽しい時間を過ごし、親子の関わりを学ぶこと、感覚刺激や注視教材、
バランス遊びなどを通して心と体の発達を促すことを目的とした教室です。
　みなさまの参加をお待ちしています！

　すまいるキッズたちが頑張って魚を釣って、水槽へ運んでくれました。
　「釣る楽しさ」と、「水槽ができあがったときの喜び」をみんなで共有できました。
　このような活動は、バランス感覚が養われます。また視覚への刺激が脳を活性化させ、五感を有効に活
用して成長発達を助けることにつながります。

　“すまいる”では「こころとからだの発達」を手助けするプログラム、親子で楽しめるプログラムをたく
さん用意しています。スタッフ一同、皆様のご参加をお待ちしています。
　お申し込みの上、ご参加ください。

★申し込み及び問合せ先：草津町健康推進課（保健センター）　TEL.88－5797

“すまいる”通信：７月・８月は魚釣りあそびをしました

今年度の主な活動は電車
ごっこ、小麦粉粘土遊び、
クリスマスやひな祭り
グッズ製作を予定してい
ます。
みんなで楽しみましょう。

私は虐待して
　　　　いるのかも…？

“すまいる”“すまいる”“すまいる”育児支援教室育児支援教室育児支援教室育児支援教室“すまいる”“すまいる”“すまいる”
楽しい育児ライフを応援します！

特設人権相談・行政相談 11月30日　役場にて開催
10：00～15：00　予約不要・秘密厳守
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◆
吾
妻
東
部
地
区
（
中
之
条
町
・
東

吾
妻
町
・
高
山
村
）

▽
日
時　

11
月
21
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

中
之
条
町
文
化
会
館
（
大

会
議
室
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

中
之
条
税
務
署（
法
人
課
税
部
門
）

　

℡  
０
２
７
９
・
７
５
・
９
０
６
８

　

裁
判
員
制
度
は
、
平
成
21
年
５
月

21
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
国
民
の
皆
さ

ま
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
、
裁
判

員
制
度
は
円
滑
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い

制
度
で
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る
ま
で

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名

簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出
し
た
名

簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方
裁
判
所
で

作
成
さ
れ
ま
す
。
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
る
人
数
は
、
予
想
さ

れ
る
裁
判
員
裁
判
対
象
事
件
の
数
な

ど
に
よ
っ
て
毎
年
変
動
し
ま
す
が
、

平
成
25
年
分
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

人
数
は
、
全
国
で
25
万
９
２
０
０
人

で
す
（
有
権
者
全
体
に
占
め
る
割
合

は
、
約
４
０
２
人
に
１
人
）。

◆
調
査
票
に
つ
い
て

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ

た
方
に
は
、名
簿
記
載
通
知
の
ほ
か
、

調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者

の
方
の
事
情
を
早
期
に
把
握
し
、
調

査
票
の
ご
回
答
の
内
容
に
よ
り
、
１

年
を
通
じ
て
明
ら
か
に
辞
退
が
認
め

ら
れ
る
場
合
等
に
は
裁
判
所
に
お
越

し
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

て
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
々
の
ご
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
お
送
り
す
る

も
の
で
す
の
で
、
お
尋
ね
す
る
項
目

に
当
て
は
ま
ら
な
い
方
は
、
返
送
し

て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
調
査
票
で
お
尋
ね
す
る
こ
と

　

調
査
票
で
は
、
①
裁
判
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
な
い
職
業
に
就
い
て
い

る
か
、
②
１
年
を
通
じ
て
の
辞
退
希

望
の
有
無
・
理
由
、
③
月
の
大
半
に

わ
た
っ
て
裁
判
員
と
な
る
こ
と
が
困

難
な
特
定
の
月
に
お
け
る
辞
退
希
望

の
有
無
・
理
由
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

◆
辞
退
の
申
し
出
が
で
き
る
時
期
に

つ
い
て

　

辞
退
の
申
し
出
が
で
き
る
時
期
や

期
間
等
に
何
ら
の
制
限
を
設
け
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
調
査
票
で
辞
退
を
申
し
出
な

か
っ
た
場
合
で
も
、
実
際
の
事
件
の

裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
際
に
お

送
り
す
る
質
問
票
で
辞
退
を
申
し
出

て
い
た
だ
く
こ
と
も
、
又
は
裁
判
の

当
日（
選
任
手
続
時
）に
辞
退
を
申
し

出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

▽
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら

　

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://w
w
w.saibanin.courts.go.jp/

◆
改
正
法
の
３
つ
の
ル
ー
ル

①
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換

　

有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ

て
通
算
５
年
を
超
え
た
と
き
は
、
労

働
者
の
申
し
込
み
に
よ
り
、
期
間
の

定
め
の
な
い
労
働
契
約
（
無
期
労
働

契
約
）に
転
換
で
き
る
ル
ー
ル
で
す
。

②「
雇
止
め
法
理
」
の
法
定
化

　

最
高
裁
判
例
で
確
立
し
た
「
雇
い

止
め
法
理
」
が
、
そ
の
ま
ま
の
内
容

で
法
律
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
定
の
場
合
に
は
、
使
用
者
に
よ

る
雇
い
ど
め
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

に
な
る
ル
ー
ル
で
す
。

③
不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止

　

有
期
契
約
労
働
者
と
無
期
契
約
労

働
者
と
の
間
で
、
期
間
の
定
め
が
あ

る
こ
と
に
よ
る
不
合
理
な
労
働
条
件

の
相
違
を
設
け
る
こ
と
を
禁
止
す
る

　

草
津
町
民
の
み
な
さ
ま
が
日
常
生

活
を
送
る
な
か
で
の
様
々
な
法
律
的

ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
た
め
に
、
弁

護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
に
つ
い
て
は
要
予
約

制
で
す
。

▽
相
談
内
容

不
動
産
登
記
、
借
金
・
多
重
債
務
、

遺
言
・
相
続
、
交
通
事
故
問
題
、
成

年
後
見
、
消
費
者
問
題
、
離
婚
問
題
、

借
地
・
借
家
、
相
隣
・
境
界
、
悪
質

商
法
ト
ラ
ブ
ル
、
労
働
問
題
ほ
か

▽
相
談
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

・
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
の
で
、

相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、

あ
ら
か
じ
め
相
談
内
容
や
質
問
内

容
を
整
理
し
て
下
さ
い

・
相
談
に
関
す
る
書
類
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ご
持
参
く
だ
さ
い

・
相
談
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合

や
、
相
談
時
間
に
間
に
合
い
そ
う

に
な
い
場
合
に
は
必
ず
草
津
町
役

場
総
務
課
へ
ご
連
絡
下
さ
い

※
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

▽
日
時　

12
月
14
日（
金
）

　

14
時
〜
17
時

▽
場
所　

草
津
町
役
場
４
階

　

第
２
委
員
会
室（
変
更
の
場
合
あ
り
）

▽
相
談
時
間　

一
人
30
分

▽
予
約
方
法　

草
津
町
役
場
総
務
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

※
予
約
は
前
日
ま
で
受
付
し
ま
す
が
、

定
員
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

▽
予
約
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

℡  
８
８
・
０
０
０
１

　

中
之
条
税
務
署
で
は
、
給
与
所
得

に
係
る
源
泉
所
得
税
の
「
年
末
調
整

に
つ
い
て
の
説
明
会
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

◆
吾
妻
西
部
地
区
（
長
野
原
町
・
嬬

恋
村
・
草
津
町
）

▽
日
時　

11
月
20
日（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

長
野
原
町
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
（
大
集
会
室
）

お
ら
知

せ

裁
判
員
制
度

ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知

を
発
送
し
ま
す
！

労
働
契
約
法
改
正
に
よ
り

有
期
労
働
契
約
の
新
ル
ー

ル
が
で
き
ま
し
た

法
律
問
題
で
お
困
り
の
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

草
津
町
無
料
法
律
相
談
会

【
要
予
約
制
】

中
之
条
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催

 

行
政
か
ら
の
大
切
な
お
知
ら
せ

多重債務でお困りではありませんか？ 関東財務局前橋財務事務所総務課  多重債務相談窓口
TEL.027－221－4495
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ル
ー
ル
で
す
。

▽
施
行
期
日

①
と
③
…
公
布
日
か
ら
起
算
し
て
１

年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
を

定
め
る
日

②
…
平
成
24
年
８
月
10
日

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
労
働
局
監
督
課

　

℡  
０
２
７
・
２
１
０
・
５
０
０
３

　

こ
こ
ろ
の
病
気
や
不
安
・
悩
み
を

も
つ
方
の
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、
電
話
代

は
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
18
日（
日
）

　

10
時
〜
15
時

　

一
人
で
も
多
く
の
方
の
相
談
を
受

け
る
た
め
に
、
個
々
の
相
談
時
間
を

制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
内
容　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
相
談

で
き
な
い
方
の
た
め
に
精
神
科
医

師
、
臨
床
心
理
士
等
が
電
話
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽
対
象
者

　

こ
こ
ろ
の
病
気
や
不
安
・
悩
み
を

相
談
さ
れ
た
い
方
（
本
人
・
家
族
）

▽
相
談
専
用
電
話
（
設
置
数
２
台
）

　

℡  
０
２
７
・
２
９
０
・
２
９
２
０

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
事
務
局

　

℡  
０
２
７
・
２
６
３
・
１
１
６
６

　

職
場
の
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
が
社

会
問
題
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
行

為
を
「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
と
呼
ん
で
、
社
会
に
注
意
を
喚

起
し
、
こ
の
問
題
の
予
防
・
解
決
に

取
り
組
む
こ
と
を
訴
え
る
「
提
言
」

を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
企
業
や
労

働
組
合
は
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
職
場
で
働
く
一
人
ひ
と
り

の
皆
さ
ん
も
、
自
分
た
ち
の
職
場
を

見
つ
め
直
し
、
互
い
に
話
し
合
う
こ

と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
い
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　

み
ん
な
で
な
く
そ
う
！

　

職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

あ
か
る
い
職
場
応
援
団

h
ttp
://w

w
w
.n
o
p
a
w
a
h
a
ra
.

m
h
lw
.go
.jp
/

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
労
働
局
監
督
課

　

℡  
０
２
７
・
２
１
０
・
５
０
０
３

こ
れ
っ
て
パ
ワ
ハ
ラ
？

み
ん
な
で
な
く
そ
う
！

職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

　草津町では放射線測定器を用いて、役場庁舎前で空間放射線測定を週１回のペースで実施しています。
測定場所：草津町役場庁舎前　地上50cm（北緯36°37′15″　東経138°35′45″）
測定機器：シンチレーション式環境放射線モニター　Mr.Gamma　A2700型
※測定値の単位は、「マイクロシーベルト毎時（μSv/h）」です。

測定月日 測　定　値 天　候 測  定  時  刻

10月９日 0.073 くもり 午前９時00分

10月15日 0.094 晴　れ 午前８時50分

10月23日 0.079 雨 午後３時30分

10月29日 0.094 くもり 午前９時50分

測定結果 マイクロシーベルト毎時

橋梁名称 所　　　　　在　　　　　地 対策区分

1 おうむ岩橋 草津町大字草津字白根国有林154林班草津町大字草津字白根国有林154林班 C

2 泉都橋 草津町大字草津字大谷地626－8
草津町大字草津字落合285－7 C

3 スズラン橋 草津町大字前口字本白根山国有林166林班
草津町大字前口字本白根山国有林166林班 C

4 諏訪橋 草津町大字前口字家ノ前296
草津町大字前口字家ノ前389－24 C

5 湯ノ沢橋 草津町大字草津字湯ノ沢288－3
草津町大字草津字湯ノ沢600－4 C

対象区分の説明

E1・E2 緊急対応の必要がある。
（緊急対策方法を提案）

M 維持工事で対応。
（点検者がポンチ絵入りで対応方針、工事指示書を作成）

C 補修が必要である。
（恒久対策及び当面（２～３年）の対策案を提案）

S1 早急な調査が必要。
（C判定に準じて調査及び現時点で想定する対策案を提案）

S2 継続観測。
（継続観測出来る仕組みづくり（損傷箇所の記録、マーキング等））

橋梁点検　平成24年度　橋梁点検結果報告
　草津町が管理する橋梁の現状を把握するため、平成24年度に概略点検
を行いましたのでお知らせ致します。

橋梁の長寿命化修繕計画策定事業について

※現在の放射線量は、基準値以内で健康に影響を与えるレベルではありません。
※参考：国際基準　0.23マイクロシーベルト毎時（μSv/h）
　　　　年間１ミリシーベルト以下（1,000マイクロシーベルト ＝ １ミリシーベルト）
※ あおぞら保育園・小学校・中学校についても、現在の放射線量は健康に影響を与えるレベルではありません。

草津町における空間放射線量測定結果について（最新）草津町における空間放射線量測定結果について（最新）

いじめ問題の相談に応じます。 群馬県総合教育センター　いじめ対策室「いじめ相談電話」
TEL.0120－889－756、携帯電話からの場合TEL.0270－26－9200
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健
康
や
福
祉
に
関
す
る
楽
し
い

コ
ー
ナ
ー
で
皆
様
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
是
非
と
も
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

▽
日
時

　

11
月
18
日（
日
）
10
時
〜
15
時

▽
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
主
な
内
容

・
介
護
保
険
コ
ー
ナ
ー
（
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
簡
易
体
力
測
定
、
手
工

作
・
歯
科
相
談
コ
ー
ナ
ー
）・
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
の
お
い
し
い
コ
ー
ナ
ー
（
減

塩
味
噌
販
売
、
試
食
・
即
売
会
）・
親

子
あ
そ
び
の
広
場
・
精
神
保
健
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
フ
ト
か
ご
販
売
・
バ

ザ
ー
・
社
会
福
祉
協
議
会
展
示
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ
喫
茶
と
展
示
）・

福
祉
バ
ザ
ー
・
子
育
て
ひ
ろ
ば

「
キ
ッ
ズ
バ
ザ
ー
・
お
り
が
み
・
お

絵
か
き
せ
ん
べ
い
」・
老
人
ク
ラ
ブ
作

品
展
示
・
日
赤
奉
仕
団
バ
ザ
ー
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介
・
い
き
い
き

プ
ラ
ザ
草
津
の
紹
介
と
展
示
な
ど

　

み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

℡  
８
８
・
５
７
９
７

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で

い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
話
を

聴
い
て
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見

守
る
人
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
草
津
町
で
は
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

○
ど
の
よ
う
に
声
を
か
け
た
ら
い
い

の
だ
ろ
う
…

○
話
の
聴
き
方
は
…

○
ス
ト
レ
ス
と
う
つ
の
関
係

▽
日
時　

12
月
13
日（
木
）

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▽
場
所　

草
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師

　

株
式
会
社 

ラ
ポ
ー
ル
企
画

大
小
原 

利
信　

先
生

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

℡  
８
８
・
５
７
９
７

　

草
津
町
で
は
平
成
22
年
度
か
ら
国

の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

を
活
用
し
て
『
街
な
み
環
境
整
備
事

業
』
を
地
域
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ

り
実
施
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
制

度
は
温
泉
街
文
化
を
継
承
し
て
ゆ
く

た
め
、モ
デ
ル
地
区
を
５
つ
選
定
し
、

そ
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
美
し

い
街
な
み
の
形
成
と
良
好
な
住
環
境

の
保
全
を
行
う
た
め
、
地
域
の
方
々

が
中
心
と
な
り
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー

ル
を
策
定
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
り
、

既
に
湯
畑
地
区
、
西
の
河
原
通
り
地

区
、
滝
下
通
り
地
区
は
協
定
が
結
ば

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
に

お
い
て
は
中
央
通
り
地
区
で
現
在
検

討
会
が
実
施
さ
れ
、
今
後
地
蔵
地
区

で
行
う
予
定
で
す
。
こ
の
検
討
会
の

内
容
と
し
て
は
、

◆
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

の
構
成

◆
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
の
検

討
◆
魅
力
的
な
景
観
づ
く
り
に
必
要
な

ル
ー
ル
作
り

◆
地
域
内
に
お
け
る
修
景
に
対
す
る

助
成
制
度　

な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
こ
の
５
地
区
の
協

定
を
今
後
の
景
観
条
例
に
反
映
さ
せ
、

街
な
み
の
保
全
に
努
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
創
造
課　

℡  
８
８
・
９
０
０
０

ど
う
ぞ
お
出
か
け
下
さ
い
！

第
15
回
「
健
康
福
祉
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す

景
観
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講

座
の
お
知
ら
せ

〜
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
様

子
が
い
つ
も
と
違
う
と
き
〜

暗い時間の外出は反射材の着用と明るい色彩の服装を！
上記を実践するとドライバーからも容易に発見することができ、自分の命を守る
ことにつながります。

ライトの早め点灯で事故防止
夕暮れ時は早めにライトを点灯し、前方を確認しやすくすることはもちろん、歩
行者等に自分の存在を示すことで事故防止につながります。

自転車は車両です
自転車は道路交通法上「軽車両」に分類され、自転車に乗ることは「運転する」
ことになります。交通ルールを守り、事故防止に努めましょう。

乗らない
体調不良などのときは公共交通機関を利用したり、誰かの車に同乗するなど運転
を控えるようにしましょう。加齢により運転操作や判断が遅くなったと感じた時
は運転免許証の自主返納制度を利用しましょう。

近くで交通事故多発
みなさんの自宅近くで交通事故が多発しています。通り慣れた道ほど要注意です。

エアバッグとシートベルト
エアバッグはシートベルトを着用してこそ効果があるものです。
シートベルトはあなたを守る命綱です。

　長野原署管内では、９、10月
中に交通事故のため３名もの尊
い命が失われました。
　これ以上の事故発生を防止す
るために、各種対策を推進して
いるところではありますが、未
だ交通死亡事故の発生に歯止め
がかからない状況です。これか
ら冬を迎え、路面凍結によるス
リップ事故や夜間における歩行
者事故の発生が予想されます。
　そこで、交通事故を未然防止
するための

「くらしの知恵６ケ条」を
実践しましょう！

ワンポイント  アドバイスおまわりさんの
～長野原警察署からのお知らせ～　長野原警察署 TEL.82－0110

痛ましい事故を痛ましい事故を
なくすために…なくすために… く

ら

し

の

ち
え

警察による犯罪被害者等への支援 問合せ先：長野原警察署　TEL.82－0110
いでゆ　第575号 8



あおぞら保育園あおぞら保育園あおぞら保育園あおぞら保育園
誌上体験！探訪誌上体験！探訪

手を洗います
食事の前後、トイレの後、子どもたちはこまめに手を洗います。
年齢の小さな子は保育士と一緒に手洗いしますが、慣れてくると
『きれいに洗えるよ！』としっかり手洗いする様子がみられます。

室内あそびや園庭での遊び
友だちといっしょに作ったものを何
かに見立てて『ごっこ遊び』が始ま
ることも。みんな発想が豊かです。

ぬれた手もしっかりと！
『ぬれた手はきれいに拭かな
きゃね！』お友だちどうしで
声をかけあってます。きちん
とした習慣が身についていま
すね。

いろんな体験を保育園でしてほしい
年長児のひとりが、一生懸命に年の小さな子に話
しかけて楽しませているのを発見。
年齢を超えて仲良くできることは素晴らしいですね。
みんなの成長につながる経験をたくさん積んで欲
しいです。

11月の行事予定
◆12、19、26日…英会話教室（年長児）
◆20日…子育てハッピールーム

保護者向けの子育てについての話し合いを
します。

◆21日…パクパクルーム
保護者向けの草津町栄養士による食育の
話。

◆22日…お誕生会
　　　　11月生まれのお友だちのお祝いをします。

10月の後半は良い天気が続き、子どもたちは連日お散歩に出かけていました。
保育園の庭は大きな青空が広がっていて、すがすがしい気持ちになります。

秋…子どもたちの楽しみは「どんぐりを拾う」ことでしょうか？
散歩に行くとポケットをどんぐりでいっぱいにして帰ってきます。
手には真っ赤なもみじの葉。お家のひとにあげるのかな？

どんな話をしているのかな？どんな話をしているのかな？

毎日の生活の中から
保育園を紹介します

　さっきまで仲良くあそんで　さっきまで仲良くあそんで
いたと思ったら、衝突があっいたと思ったら、衝突があっ
たり…あっという間に仲良くたり…あっという間に仲良く
なったり、目を見張るほどのなったり、目を見張るほどの
成長が続く毎日です。成長が続く毎日です。

いろいろな形のどんぐりを見つけた時は大喜び。
部屋に飾ったり、『どんぐりこま』を作る楽しみもあります。

いでゆ　第575号9



『
白
根
山
噴
火
の
記
録
』

　

高
原
ル
ー
ト
を
登
っ
て
行
く
と
突

如
、
真
っ
白
な
山
肌
が
目
に
入
り
、

急
に
不
思
議
な
世
界
に
来
て
し
ま
っ

た
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
と
ら
わ
れ
ま

す
。
山
を
登
れ
ば
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー

の
火
口
湖
。
そ
う
、
み
な
さ
ん
よ
く

ご
存
知
の
白
根
山
の
景
色
で
す
。

　

気
象
庁
火
山
地
震
部
が
発
表
し
て

い
る
「
全
国
の
活
火
山　

火
山
の
状

況
に
関
す
る
解
説
情
報　

第
11
号

（
平
成
24
年
９
月
10
日
）
で
は
草
津

白
根
山
は
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１
、
平

常
と
い
う
状
況
で
す
。
噴
火
警
戒
レ

ベ
ル
と
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
※
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
欄
外
に
記
載
）
に
詳

細
な
説
明
が
あ
り
ま
す
の
で
そ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
白
根
山
は
平
穏
で
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
そ

し
て
長
野
に
抜
け
る
志
賀
草
津
高
原

ル
ー
ト
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
場
所
と

な
っ
て
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
源
と
し
て
、
草
津
の

人
た
ち
が
昔
か
ら
敬
い
大
切
に
し
て

き
た
の
は
白
根
神
社
と
い
う
名
前
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
共
同
浴
場
の

「
白
嶺
の
湯
」
小
学
校
の
「
白
根
団
」

な
ど
現
在
の
町
民
生
活
の
場
に
も
白

根
山
は
良
く
登
場
し
て
き
ま
す
。

〈
白
根
山
の
噴
火
の
歴
史
〉

　

で
は
、
そ
ん
な
白
根
山
の
噴
火
の

歴
史
を
見
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
実
は

白
根
山
の
噴
火
の
記
録
は
今
か
ら
１

３
１
年
前
の
明
治
15
（
１
８
８
２
）

年
の
も
の
が
い
ち
ば
ん
古
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
も
噴
煙
を
上
げ
続
け
る
浅
間
山

の
噴
火
の
記
録
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

も
っ
と
も
古
い
記
録
は
『
日
本
書
紀
』

の
白
鳳
13
（
６
８
５
）
年
３
月
、「
信

濃
国
灰
零
草
木
皆
枯
」（『
嬬
恋
村
誌
』

上
巻
Ｐ
．65　

嬬
恋
村
／
１
９
７
７
）

で
あ
り
、
次
い
で
平
安
時
代
も
終
わ

り
に
な
り
、
武
士
が
登
場
し
て
く
る

12
世
紀
の
は
じ
め
の
天
仁
元
（
１
１

０
８
）
年
、
朝
廷
の
右
大
臣
藤
原
宗

忠
が
自
身
の
日
記
『
中
右
記
』
に

「（
略
）（
浅
間
山
が
）
今
年
７
月
21

日
よ
り
爆
発
し
、
猛
火
は
山
嶺
を
焼

き
、
そ
の
噴
煙
は
天
に
も
と
ど
か
ん

ば
か
り
で
、
砂
礫
が
国
中
に
降
り
注

い
だ
（
後
略
）」
と
記
し
て
い
ま
す

（『
１
１
０
８
浅
間
山
噴
火
、
中
世
へ

の
胎
動
』　

か
み
つ
け
の
里
博
物
館

／
２
０
０
４
）。
は
る
か
都
に
ま
で

そ
の
爆
発
の
様
子
が
報
告
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
被
害
の
大
き

さ
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
後
も
浅
間

は
ひ
ん
ぱ
ん
に
噴
火
を
繰
り
返
し
、

み
な
さ
ん
良
く
ご
存
知
の
天
明
三

（
１
７
８
３
）
年
の
大
噴
火
を
起
こ

し
ま
す
。
天
仁
元
年
の
大
噴
火
は
こ

の
天
明
三
年
の
噴
火
と
な
ら
ぶ
大
規

模
の
も
の
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。（
浅
間
山
の
噴
火
に
関
し
て
は

『
嬬
恋
村
誌
』上
巻
や
『
日
本
噴
火
志
』

が
参
考
に
な
り
ま
す
。）

　

反
面
、
白
根
山
は
江
戸
時
代
に
関

し
て
も
噴
火
の
記
録
は
な
く
、
静
穏

だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
文
化
10

（
１
８
１
３
）年
に
滝
沢
馬
琴
が
『
皿

皿
郷
談
（
べ
い
べ
い
き
ょ
う
だ
ん
）』

の
中
で
草
津
の
地
理
に
つ
い
て
書
い

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、「
こ
の
山
は

硫
黄
の
火
気
烈
し
く
、
熱
湯
が
散
乱

し
て
近
づ
き
が
た
い
」
と
あ
る
の
で

す
が
、
馬
琴
は
草
津
を
訪
れ
る
こ
と

な
く
草
津
の
絵
図
や
草
津
に
行
っ
た

人
か
ら
聞
い
た
話
で
こ
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
す
の
で
、

ど
こ
ま
で
信
ぴ
ょ
う
性
が
あ
る
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
（『
草
津
温
泉
誌
』　

第
壱
巻
Ｐ
．１
０
０
１
）。
た
だ
、
こ

の
書
き
方
だ
と
白
根
山
は
活
動
を
し

て
い
た
も
の
の
噴
火
は
し
て
い
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
場

所
が
本
当
に
白
根
山
の
火
口
か
も
分

か
ら
な
い
の
で
今
後
検
証
を
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
に
も
記
録
を
探
し
ま
し
た
、

天
明
３
年
（
１
７
８
３
）
年
や
文
化

２
（
１
８
０
５
）
年
に
噴
火
し
た
ら

し
い
と
い
う
記
述
も
あ
り
ま
し
た
が
、

は
っ
き
り
と
「
噴
火
し
た
」
と
は
書

か
れ
て
い
ま
せ
ん
（『
白
根
火
山
』

下
谷
昌
幸
／
１
９
８
５
）。『
草
津
温

泉
誌
』
第
壱
巻
に
は
ボ
ー
リ
ン
グ
調

こんにちは、図書館ですこんにちは、図書館です
草津を知る・シリーズ⑩草津を知る・シリーズ⑩

白根山噴火の記録白根山噴火の記録
草津に住んでいるけれど、意外と知らない草津のこと。草津に住んでいるけれど、意外と知らない草津のこと。
　草津について改めて知識を深めてみませんか？　草津について改めて知識を深めてみませんか？
　　草津町立図書館所蔵の資料から町の歴史をひもといていきます。　　草津町立図書館所蔵の資料から町の歴史をひもといていきます。

写真提供/山口昭夫氏　昭和57年噴火の際に撮影
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査
や
近
隣
の
古
代
の
遺
跡
（
熊
倉
遺

跡
）
や
白
根
の
火
口
付
近
で
見
つ

か
っ
た
笹
塔
婆
（
温
泉
資
料
館
に
展

示
）
の
年
代
か
ら
「
大
噴
火
は
10
世

紀
よ
り
後
の
こ
と
で
あ
る
」
と
書
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
硫
黄
鉱
の
採
掘

が
組
織
的
に
行
わ
れ
る
以
前
、
つ
ま

り
19
世
紀
以
前
に
は
白
根
山
に
登
山

す
る
者
が
少
な
く
、
関
心
も
少
な

か
っ
た
た
め
か
、
19
世
紀
に
入
る
ま

で
は
噴
火
に
関
す
る
記
録
が
残
さ
れ

て
い
な
い
」（『
草
津
温
泉
誌
』
自
然

科
学
編
Ｐ
．40
）
確
か
に
、
草
津
に

大
き
な
被
害
が
無
け
れ
ば
記
録
に
も

残
り
ま
せ
ん
。
明
治
時
代
以
前
は
観

光
目
的
で
登
山
す
る
よ
う
な
事
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
う
要
因

が
重
な
り
、
噴
火
の
記
録
が
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

噴
火
の
記
録

　

白
根
山
噴
火
の
記
録
を
『
草
津
温

泉
誌　

自
然
科
学
編
』（
草
津
町
）

や
『
白
根
火
山
』（
下
谷
昌
幸　

１

９
８
５
）『
群
馬
の
噴
火　

災
害　

草
軽　

縣
令
』（
平
田
一
夫　

２
０

０
３
）
等
を
参
考
に
簡
単
に
ま
と
め

ま
し
た
。

明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
８
月
６
日

　

湯
釜
、
空
釜
に
そ
れ
ぞ
れ
一
個
の

や
や
大
き
い
火
口　

そ
の
付
近
に
多

数
の
小
爆
裂
孔
が
開
き
多
く
の
石
、

岩
石
が
飛
び
、
多
量
の
火
山
灰
や
泥

が
噴
出
し
、
水
蒸
気
と
熱
湯
も
噴
き

上
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　

当
時
の
古
老
の
話
に
よ
れ
ば
噴
火

前
に
は
水
釜
に
魚
が
住
ん
で
い
て
、

空
釜
に
は
樹
木
が
生
え
て
い
た
そ
う

で
す
。
こ
こ
か
ら
も
噴
火
活
動
が
久

し
く
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
ま
す
。

し
か
し
、
噴
火
に
よ
っ
て
世
界
は
一

変
。
魚
は
死
滅
し
木
も
枯
れ
ま
す
。

湯
釜
の
水
は
噴
火
後
に
は
温
泉
と

な
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
弓
池
の
水

も
酸
性
の
強
い
水
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
詳
細
な
記
録
に

つ
い
て
は
当
時
の
戸
長
（
村
長
）
市

川
善
三
郎
氏
の
報
告
が
元
に
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
に
二
人
の
ド
イ
ツ
人
が
白

根
山
に
登
り
貴
重
な
記
録
を
残
し
て

い
ま
す
。
一
人
は
ベ
ル
ツ
博
士
（
医

師
）、
も
う
一
人
が
ナ
ウ
マ
ン
（
地

質
学
者
）
で
す
。
ベ
ル
ツ
博
士
は
噴

火
直
後
の
白
根
へ
登
り
「（
略
）
そ

こ
に
展
開
さ
れ
た
光
景
は
、
真
の
地

獄
、
地
獄
の
地
獄
だ
っ
た
（
略
）」

と
記
し
、
さ
ら
に
そ
の
噴
火
の
中
で

祈
る
白
装
束
の
行
者
た
ち
の
こ
と
も

書
い
て
い
ま
す
（『
ベ
ル
ツ
の
日
記

下
』
１
９
７
９　

Ｐ
．１
８
５
）

　

ま
た
、
ナ
ウ
マ
ン
は
噴
火
の
様
子

を
住
民
か
ら
聞
き
取
る
ほ
か
、
９
月

に
白
根
へ
登
っ
て
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。（『
日
本
地
質
の
探
究　

ナ
ウ

マ
ン
論
文
集
』
東
海
大
学
出
版
会
１

９
９
６
）

明
治
30
（
１
８
９
７
）
年
７
・
８
月

　

湯
釜
内
の
噴
火
に
よ
り
、
硫
黄
採

掘
の
施
設
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
し

た
。
噴
火
前
に
は
湯
釜
の
水
位
が
著

し
く
低
下
す
る
現
象
が
見
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
こ
の
時
は
草
津
に
は
降
灰

は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

明
治
33
（
１
９
０
０
）
年
10
月

　

小
噴
火

明
治
35
（
１
９
０
２
）
年
７
月

　

湯
釜
近
辺
で
は
な
く
。
弓
池
近
辺

で
の
小
噴
火
（
非
常
に
珍
し
い
）。

明
治
30
年
の
時
と
同
じ
湯
釜
の
水
位

が
下
が
る
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

大
正
14
（
１
９
２
５
）
年

　

小
規
模
噴
火

昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年
10
月

　

爆
発
的
な
噴
火
が
発
生
、
湯
釜
内

で
湯
花
を
採
掘
し
て
い
た
20
名
の
作

業
員
が
遭
難
。降
石
で
１
名
が
死
亡
、

７
名
が
負
傷
。
流
れ
出
た
泥
土
で
利

根
川
は
真
っ
白
に
な
り
、
ア
ユ
な
ど

の
魚
類
が
死
滅
す
る
等
の
被
害
を
引

き
起
こ
し
ま
し
た
。

昭
和
12
（
１
９
３
７
）
年
11
月
〜

　
　
　

昭
和
14
（
１
９
３
９
）
年

　

１
９
３
７
年
の
11
月
に
噴
火
、
以

後
、
断
続
的
に
噴
火
を
繰
り
返
し
、

そ
れ
が
昭
和
14
（
１
９
３
９
）
年
ま

で
続
き
ま
し
た
。
昭
和
14
年
（
１
９

３
９
）
年
４
月
の
噴
火
は
『
草
津
昔

が
た
り
』（
草
津
町
教
育
委
員
会
／

１
９
９
３
）
の
中
に
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
昭
和
14

年
２
月
ご
ろ
よ
り
噴
火
が
始
ま
り
、

４
月
24
日
は
最
大
で
、
噴
煙
の
た
め

暗
く
な
り
、
町
内
で
は
電
気
を
つ
け

た
」
と
あ
り
ま
す
。
同
じ
く
『
草
津

昔
が
た
り
』
の
Ｐ
．74
に
は
「
白
根

山
の
噴
火
」
と
し
て
黒
岩
由
市
さ
ん

が
体
験
談
を
寄
せ
て
い
ま
す
。「
習

字
の
時
間
だ
っ
た
。
白
根
山
の
大
噴

火
の
大
き
な
音
が
聞
こ
え
て
間
も
な

く
、
火
山
灰
が
降
っ
て
き
た
。
だ
ん

だ
ん
空
が
暗
く
な
っ
て
く
る
。（
略
）

職
員
室
の
電
灯
だ
け
が
い
や
に
明
る

く
見
え
た
」。

　

２
年
近
く
も
続
い
た
異
例
の
噴
火

に
よ
っ
て
、
降
灰
や
硫
黄
を
含
む
泥

土
が
吾
妻
川
に
流
入
し
農
作
物
、
森

林
、
河
川
が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
ス
キ
ー
や
観
光
に
も

影
響
が
出
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
湯
釜
で
行
わ
れ
て
い
た

硫
黄
の
採
掘
も
廃
止
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
。

昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
２
月

　

何
の
前
兆
も
無
く
突
然
爆
発
。
火

山
灰
や
水
蒸
気
が
噴
出
。
冬
季
だ
っ

た
た
め
目
撃
者
も
少
な
く
、
調
査
も

春
に
な
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

爆
発
で
水
釜
の
湖
水
は
す
べ
て
な
く

な
っ
た
そ
う
で
す
。

昭
和
51
（
１
９
７
６
）
年
２
月

　

噴
火
は
極
め
て
小
規
模
。
し
か
も

短
期
間
で
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
時

も
冬
だ
っ
た
た
め
、
目
撃
者
は
い
ま

せ
ん
。

昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年

　

小
噴
火
、
湯
釜
・
空
釜
か
ら
噴
煙

が
あ
が
り
ま
し
た
。
町
広
報
「
い
で

ゆ
」（
第
２
１
７
号　

昭
和
57
年
11

月
10
日
）
に
噴
火
の
経
緯
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

白
根
山
は
こ
れ
以
降
も
大
小
の
爆

発
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
白
根
山
は
大
規
模

噴
火
や
小
規
模
噴
火
を
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
。
白
根
山
が
ど
の
よ
う
に

噴
火
し
た
か
、
そ
の
歴
史
を
知
る
こ

と
は
、
現
在
の
防
災
を
考
え
る
上
で

も
役
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
こ
の
機
会
に
ご
家
庭
で
一
度
防

災
に
つ
い
て
、
話
を
さ
れ
る
の
も
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

草
津
町
立
図
書
館

中
沢
孝
之

＊ 

図
書
館
で
は
文
中
で
紹
介
し
た

資
料
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
外
な
発
見
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
図
書
館
は
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
る
町
の
施
設
で

す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

℡  
８
８
・
７
１
９
０
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第
11
回 

秋
季
町
民
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

平
成
24
年
度 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

秋
空
の
も
と
盛
大
に
開
催
！

第18回 町民マラソン大会が行われました

ご活躍されたみなさん、
おめでとうございます。

ト
ピ
ト
ピ
ッッ
ク
ス
ク
ス

草
津
町
民
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
を

草
津
町
民
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
を

お
伝
え
す
る
ペ
ー
ジ

お
伝
え
す
る
ペ
ー
ジ

　

９
月
20
日
、
天
狗
山
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
に
て
町
民

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会（
総
勢
32
名
参
加
）が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
３
日
、
本
白
根
第
３
人

工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会（
総
勢
29
名
参
加
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
秋
晴
れ
の
も
と
、
仲
間
同
士
楽
し
く
、

日
頃
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
選
手
の
健
闘
を
称
え
、
次
の
と
お
り
大
会

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　草津町体育協会主催により、10月８日の体育の日に「第18回町民マラソン大会」が行われました。総勢84
名の方々にご参加いただき、秋晴れの心地よい日差しのなかで自己記録の更新や友達と競いながら走ったりと、
充実したレースとなりました。大会結果は以下のとおりです。

町民マレットゴルフ大会結果

【男子】 【女子】

優　勝 松沢美明 優　勝 川島洋子

準優勝 川島吉晃 準優勝 山本きく江

第３位 北澤新蔵 第３位 松沢明美

町民グランドゴルフ大会結果

【男子】 【女子】

優　勝 岩野安雄 優　勝 渡辺あや子

準優勝 金井　嶸 準優勝 一ノ宮幸子

第３位 川島有泰 第３位 山口杉江

みんなでいい汗
かきました！

男子の部
【小学生低学年】
第１位　中澤　拓哉
第２位　冨岡　拓翔
第３位　宮崎　武好
第４位　大場　祐飛
第５位　青木　大地
第６位　神田　惇英

【小学生高学年】
第１位　大場　暖音
第２位　湯本　健生
第３位　大﨑　拓真
第４位　西山　正紘
第５位　久保　太希
第６位　矢野　堅斗

女子の部
【小学生低学年】
第１位　本多　来依
第２位　長岡　采枝
第３位　本多　留依
第４位　町中　杏里
第５位　鹿目　愛心
第６位　黒岩　菜緒

【小学生高学年】
第１位　久々江涼花
第２位　澁谷　愛優
第３位　神田　玲佳
第４位　山口　茉穂
第５位　市村　　奏
第６位　高橋　真央

【中学生】
第１位　養田　和之
第２位　平川　裕也
第３位　山﨑　夢斗
第４位　入村　直希
第５位　松本　隼人
第６位　吉澤　功太

【一　般】
第１位　入村　恵貴
第２位　飯山　直樹
第３位　齊藤　有馬
第４位　宮崎　　悟
第５位　安済　和樹

【中学生】
第１位　宮﨑　真由
第２位　高橋　由麻
第３位　澁谷　美優
第４位　池田　実句
第５位　島田　瑠奈

【一　般】
第１位　重田　結歌
第２位　島田　怜奈

【熟年の部】
第１位　伊丹　　弘
第２位　市川　優子
第３位　安井　尚弘
第４位　長田夫杞子

～ 皆さん本当にお疲れ様でした ～
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11月号 震
災
を
生
き
ぬ
き
て
来
し
猫
い
だ
く

　
　
　
　
　
　
　
　

命
あ
る
も
の
の
こ
の
温
か
さ山　

本　

芳　

枝

震
災
の
地
で
拾
わ
れ
、
体
調
崩
し
た
子
猫
が
、
縁
あ
っ
て
我
が
家
の

住
人
と
な
り
、
病
院
通
い
も
終
わ
り
、
今
は
家
の
内
、
外
を
元
気
に

飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

　10月18日（木）に公民館において県民パソコンチャレ

ンジ講座が開催されました。

　16名の方が参加され、パソコン操作の初歩からインター

ネットでの電子申請やインターネットの楽しみ方など熱心

に講座を受けていました。

県民パソコンチャレンジ講座が
開催されました

　平成24年８月27日に、草津温泉時間湯保存会から時間湯へ、湯もみ板12枚が寄贈されました。

　湯もみ板は浴槽のサイズや形状に合わせ、効率と使いやすさも考慮して作られる赤松材の特注品です。

　平成24年度より草津温泉時間湯保存会は、前会長

の湯本恒三氏から推薦を受け会長に就任した田村長

三氏を中心に活動が行われています。副会長の中澤

敬氏、今井敏夫氏とともに、より多くの町民やお客

様に正しい情報の提供を心がけ、病に苦しむ人々が

安心して湯治に励むことができる環境づくりと源泉

保護や伝統の継承等の保存活動を行い、草津温泉の

発展に寄与していくことを目指します。

　時間湯とはまさに草津温泉の一部であり、他の温

泉地との差別化のためにも重要と考えられます。皆

様のご理解、ご協力をいただければ幸いです。

時間湯保存会から記事が寄せられましたので、記載いたします

いでゆ　第575号13
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お誕生おめでとう
※敬称略

地　区 氏　名 保護者

文　京 齋
さい

藤
とう

汐
せ

凪
な 翔

未奈子

新　田 宮
みや

﨑
ざき

悠
ゆう

翔
と 政　幸

雅　代

南本町 黒
くろ

岩
いわ

輝
こう

雅
が 俊　英

美寿鈴

昭　和 佐
さ

藤
とう

蒼
そう

真
ま 郁　男

亜由美

科
日 内　　　　科 外　　　　科 休日夜間当番病院

11月11日（日）
中之条町
田島病院

（75）3350

草津町
布施医院

（88）2030

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

11月18日（日）
中之条町
四万診療所
（64）2136

草津町
草津温泉松岡医院
（88）7611

東吾妻町
原町赤十字病院
（68）2711

東吾妻町
原町赤十字病院
（68）2711

11月23日（金）
勤労感謝の日

東吾妻町
加地医院

（68）2103

長野原町
長生病院

（82）2188

長野原町
西吾妻福祉病院
（83）7111

長野原町
西吾妻福祉病院
（83）7111

11月25日（日）
中之条町
しまだ医院
（76）3435

草津町
布施医院

（88）2030

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

※専門外の疾患の場合は対応しかねることもあります。

✚11月当番医予定表

お悔やみ申し上げます
※敬称略

地　区 氏　　名 享年

新　田 宮
みや

﨑
ざき

　こと 97

西殿塚 林
はやし

 　恒
つね

夫
お

82

立　町 安
あん

齋
ざい

　　郁
いく

106

前　口 水
みず

出
いで

　弁
べん

三
ぞう

92

立　町 櫻
さくらい

井三
み

千
ち

夫
お

86

前　口 髙
たか

橋
はし

　厚
あつ

博
ひろ

95

掲載を希望されない方は届け出の際お申し出ください。

24時間健康テレホンサービス
群馬県保険医協会では、

「24時間健康テレホンサービス」を
実施しています。

電話027-234-4970（ヨクナレ）に
かけると約３分の健康講話が聞けます。

プログラム
11月（１日から30日）

月曜／インフルエンザのはなし
火曜／インフルエンザの予防
水曜／胃潰瘍
木曜／高齢者の皮膚病
金曜／聞こえにくいと思ったら
土日／放射能とタバコの発がん性比較

☆直接相談タイム（医師対応）
８日（皮膚科・外科）と14日（歯科）
です。
午後７時30分～午後９時まで
※ トラブル防止のため、お名前と電
話番号をお伺いします。

・町　県　民　税 ３期

・国民健康保険税 ５期

納期限　平成24年11月30日㈮

今月の納税

★「自由ひろば」
幼稚園教諭資格者や保育士が常勤。紙芝居やピア
ノ伴奏等でお子さんが楽しむことができます。
★11月22日「こどもの看病・手当のしかた」
申込制で先着12組（親子１組）まで受付。
薄手の大きめハンカチ、パンティストッキングが
必要です。
★ボランティア募集
「子育てひろば」で保護者・お子様と楽しく過ご
していただける方を募集します。詳細は下記まで
お問い合わせください。
※12月以降の予定は下記へお問い合わせください。

◆問合せ、予約制講習会申し込み先
　草津町社会福祉協議会　TEL.88－1050

平成24年　11月カレンダー
月 火 水 木 金

【開館時間】　月・水・金　12:00～17:00
　　　　　　火・木　10:00～16:00
　　　　　　土・日・祝祭日　休館

◆対象… 乳幼児（0～3歳児中心）
とその保護者や妊娠中の
方

12 13 14 15 16
自由ひろば 10:00～12:00

★おしぼりであそぼ
（参加費無料）
午後：自由ひろば

自由ひろば 10:00～12:00
★おしぼりであそぼ
（参加費無料）
午後：自由ひろば

自由ひろば
★バルーンアート
（参加費100円）

19 20 21 22 23
自由ひろば 10:00～12:00

★てづくりおもちゃ
（参加費200円）
午後：自由ひろば

自由ひろば 10:30～12:00
●こどもの看病・手
当のしかた講習会
午後：自由ひろば

（休館日）
勤労感謝の日

26 27 28 29 30
自由ひろば 10:00～12:00

★てづくりおもちゃ
（参加費200円）
午後：自由ひろば

自由ひろば 自由ひろば

すくすく
インフォメーション
すくすく
インフォメーション
すくすく
インフォメーション
すくすく
インフォメーション
すくすく
インフォメーション

子育て家庭の応援団「子育てひろばすくすく」10月よりスタート！

みなさまのご利用をお待ちしております。くわしくは下記をご覧ください。

本
誌
「
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
４
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
登
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
課 

℡  
８
８
・
０
０
０
１

※「子育てひろばすくすく」コーナー新設のため、今月より当ページ構成が変更となります。ご了承ください。いでゆ　第575号15



９（金）広報「いでゆ」11月号発行日 28（水）機能訓練（9:00～）◆1歳6カ月健診（13:30～）ともに保健センター

10（土）おやこ食育教室（11:00～　保健センター） 29（木）手作り離乳食教室（13:30～　保健センター）

11（日） 30（金）特設人権相談・行政相談（10:00～15:00　役場４階第一委員会室）◆乳児BCG（13:30～　保健センター）

12（月）元気アップスクール⑰（9:00～　保健センター） 12月
１（土）

13（火） ２（日）

14（水）
スポーツ医科学講演会（18:30～20:30　総合体育
館）◆機能訓練（9:00～）◆元気アップスクール⑱
（9:00～）ともに保健センター◆両親学級（13:00
～　長野原町保健センター）

３（月）

４（火）育児教室「すまいる」（9:30～　保健センター）

15（木）
国道292号（志賀草津道路）冬期閉鎖（13:00～）
◆草津小学校音楽発表会、オープンスクール◆幼児
個別相談（指定された時間　保健センター）

５（水）機能訓練（9:00～　保健センター）

６（木）ベビールーム（10:00～　保健センター）◆中学校3年生栄養教室

16（金）
星空観察会　17日も開催　○問 草津温泉観光協会　
TEL.88－0800◆育児教室「すまいる」（9:30～　
保健センター）◆スマイルボウリング大会（総合体
育館）

７（金）中学校3年生栄養教室

８（土）

17（土）
おはなし会（11:00～　図書館）◆草津中学校廃品
回収（町内各地）◆両親学級（9:00～　長野原町保
健センター）

９（日）

10（月）

18（日）健康福祉フェスティバル（10:00～　保健センター） 11（火）

19（月） 12（水）機能訓練（9:00～）◆健康相談（13:30～）ともに保健センター

20（火） 13（木）ゲートキーパー養成講座（13:30～　保健センター）

21（水）機能訓練（9:00～）◆元気アップ評価健診（9:00～16:00）ともに保健センター 14（金）広報「いでゆ」12月号発行日

22（木）人権相談・行政相談（10:30～14:30　役場4階第1委員会室）

23（金）勤労感謝の日

24（土）

25（日）

26（月）献血（保健センター）

27（火）乳児相談（10:00～　保健センター）

平成24年11月９日 発行
編集発行:草津町役場総務課 〒377-1792　群馬県吾妻郡草津町草津28番地
 Tel.0279－88－0001　Fax.0279－88－0002
U R L  h t t p : / / w w w . t o w n . k u s a t s u . g u n m a . j p
♨草津町広報誌「いでゆ」は毎月第２金曜日発行です。 題字は草津町書道会会長　本多銀造氏書

11月の行事予定表

キャンドル『夢の灯り』　23日～24日
（18:30～21:00　湯畑前光泉寺階段）
○問 草津温泉旅館協同組合　TEL.88－3722

タウンデータ

人口・世帯数
（24年11月１日現在）

男
合　計

転　入
転　出

3,426人
6,976人

26人
50人

女
世　帯

3,550人
3,428世帯

入り込み客数
（平成24年９月分）

合　計

日帰り

宿　泊

234,234人（102.97％）

73,858人（105.29％）

160,376人（101.94％）
（　）前年対比

※○問 …観光イベント問い合わせ先

情 報 電 話 帳
草津町役場　88-0001（代表）
・会計課  88-7185　・住民課  88-7192　・福祉課  88-7189
・観光課  88-7188　・税務課  88-7186　・温泉課  88-7182
・企画創造課  88-9000　・上下水道課  88-7183　・土木課  88-7184
・議会事務局  88-7191　・教育委員会  88-0005
・健康推進課（保健センター）  88-5797
・生活環境課（クリーンセンター）  88-2407
・図書館  88-7190　・あおぞら保育園  88-3289　・総合体育館  88-5288
・草津小学校  88-2156　・草津中学校  88-2227　・町民プール  88-1130
・社会福祉協議会  88-1050

あたたかい家電が恋しい時期になりました

あなたの家の電気毛布・電気ミニマット・
電気カーペットは大丈夫ですか？
長年の使用や経年劣化が原因の火災事故が発生しています。
早めに確認しましょう。
・少しでも異変を感じたら使
　用を中止しましょう！
・発煙、発火の原因となり使
　用するのは大変危険です！

※詳細はこちら

▲

一般社団法人 日本電機工業会 http://www.jema-net.or.jp/

このような場合には
ご使用を中止してください。

●重なり ●ループ状
●使用上による
　折りぐせ

光に透かしてみるなど
して確認してください。


